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措

置

商
書
周
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川
叫
M
政
治
経
漕
思
畑
山

八
ム
盆
上
の
兎
税
-
-
-
-
-
-
-
-
-
法
山
中
博
士

運
賃
論

ru繋
帥
同
盟
す
」
海
辺
同
盟
・
忠
明
士

自
殺
統
計
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
学
博
上

抱

肌

古

池

穂
川
時
代
岡
山
江
戸
間
の
海
迎
・
・
・
・
抑
制
掛
川
「
士

郎
忠
労
働
筒
航
法
則
の
安
常
性
ヰ
・
叩
鈴
鹿
T
土

雄

椎

錦

繍

近
世
農
村
の
性
質
-
-
a
-
-
-
-
-
-
-
-

襲
需
土

枇
曾
統
計
て
ふ
名
目
の
一
意
義
-
-
-
-
法
端
午
土

手
形
交
換
川
崎
、
清
一
旦
昂
の
ベ
イ
!
?
ン
-
忠
雄
相
手
士

物
債
の
捷
動
ご
龍
量
税
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
思
士

辻
ぬ

A
A
T

漁
業
共
腕
設
塊
帥
M
川
・
泊
悲
財
同
判
官
在
抱
刑
扱
手
判
・
臓
提
制
介
法
施
行
す
中
山
改
正
・
剛
山
川
U

生
出

に
係
る
物
川
町
の
輸
入
祉
の
知
除
に
附
す
る
訟
律
・
阿
有
林
野
火
臥
削
会
却
住
・
制
山
品
掛
川
州
知
金
を
郵
便
貯
企
に
振
粧

の
件
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諭

叢

運
賃
諭
よ
り
昆
た
る
繋
拙
同
州
と
海
週
間
雌

(
第
-
一
蹴

~q 
F、

ゾι
，、

第
二
十
一
審

運
賃
論
よ
り
見
に
る
繋
船
同
盟
主
海
運
同
盟

太

露E

島

昌

目

司骨

認
品
甲
山
下
に
於
け
る
誕
貨
の
下
落

不
定
期
船
説
者
自
繋
船
同
盟

=
一
定
期
船
業
者
自
海
運
同
盟

不
定
期
船
業
者
白
梅
揺
同
盟

一四

競
争
の
下
に
於
り
る
運
賃
の
下
落

な
は
、
裳
に
、
「
海
運
に
於
り
る
競
争
の
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響
」
Z
レ
ム
本
誌
第
二
十
容
第
一
統
に
載
せ
た
る
論

<祉 州 川 ぜ い7う九州?

文
に
於
て
、

そ
の
結
末
を
付
〈
る
に
常
h
、
運
賃
論
よ
り
見
た
る
繋
船
同
盟
主
滑
蓮
同
盟
の
作
用
を
、
甚
江
飾
軍

仁
説
明
す
る
所
が
ゐ
っ
た
o

本
論
は
、
そ
れ
を
繕
承

Lτ.
こ
の
繋
船
同
盟
及
び
海
運
同
盟
な
る
も
の
、
作
用
誼

び
に
そ
の
成
立
可
抱
を
多
少
詳
し
(
論
遁
せ
ん
さ
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
L
之
を
論
逃
す
る
に
つ
い
て
は
、
競
争

の
下
に
於
り
る
運
賃
の
最
低
限
度
は
如
何
な
る
所
に
あ
る
か
、

ご
い
ふ
・
』
ご
の
説
明
に
直
接
連
続
し
て
、

之
を
な



， ~'(J 

物鳴告企句者物倒明I

で
ゐ
品
。

き
れ
ば
海
運
市
場
に
於
け
る
供
給
過
剰
、
す
な
は
も
船
腹
の
供
給
過
剰
古
い
ふ
ニ
ピ
に
つ
い

I
は、

一

す
の
必
要
が
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
結
は
前
論
に
詳
逃
し
た
る
所
で
あ
る
け
札
Y
』
も
、
説
明
の
便
宜
上
、

に
之
を
反
復
す
る
こ
正
を
許
さ
れ
た
い
o

そ
L
て
、
そ
の
序
に
曇
の
訪
明
に
多
少
の
修
正
を
加
へ
た
い
己
思
ょ
。

-
」
、
に
簡
寧

勢
務
の
生
産
農
を
債
は
ゲ
る
に
至
っ
て
も
、

勢
務
に
楓
到
す
る
需
要
が
減
退
し
て
、
般
腹
の
供
給
が
過
剰
正
な
b
、
競
守
の
結
果
、
市
場
運
賃
が
下
落
し
℃
海
運

合
に
は
、
海
運
業
者
は
繋
船
費
用
正

L
て
相
官
の
金
額
を
負
指
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
ゐ
る
。
故
に
、
今
、
海
運

前
論
に
於
て
遁
ぺ
た
る
如
(
、
一
件
m
逗
事
業
に
於
て
は
、
海
運
勢
務
の
提
供
を
底
め
、
所
有
船
舶
を
紫
留
す
る
場

し
、
市
場
運
賃
が
引
続
き
紫
般
紡
又
は
そ
れ
以
下
に
下
る
に
及
ん
で
始
め

τ加
舶
は
供
給
界
よ
h
離
脱
す
る
も
の

を
な
す
の
損
失
ご
が
同
額
で
あ
る
場
合
の
運
賃
1
1
J
に
遣
す
る
ま
で
は
、
般
舶
は
依
然
競
争
闘
係
の
裡
に
活
動

ぞ
れ
が
調
は
ゆ
る
繋
加
知

l
l運
送
航
海
を
な
す
の
損
失
正
、
紫
般

つ
の
場
合
に
品
川
っ
て
そ
の
意
味
を
明
か
に
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
必
。
第
一
の
場
合
は
、

一
定
の
運
賃
仁
於
け
る
供

給
鋤
腹
が
そ
の
運
賃
に
於
け
る
需
要
般
腹
に
超
過
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
最
も
一
般
的
意
味
に
於
り
る
供
給
過
剰

で
あ
る
o

第
二
の
場
合
は
、
供
給
鋤
腹
の
総
て
が
一
階
迩
労
務
生
産
費
以
上
の
蓮
貨
を
要
求
す
る
ご
せ
ば
、

そ
の
需

要
に
超
過
す
る
場
合
で
ゐ
っ
て
、
第
三
の
場
合
は
供
給
加
腹
の
一
線
て
が
紫
舶
鮎
以
上
の
蓮
貨
を
要
求
す
る
正
せ

給
過
剰
の
特
殊
な
る
も
の
で
あ
る
。

ば
、
そ
の
需
要
仁
超
過
す
る
場
合
で
あ
る
。
第
ニ
の
場
合
ご
第
三
の
場
合
ご
は
、
第
一
の
意
味
に
於
け
る
船
腹
供

論

議

運
賃
諭
よ
り
昆
た
る
繋
船
同
盟
と
海
運
同
盟

第
二
十
↑
巷

(
第
二
都

四
丸
}

九
七



論

叢

運
賃
諦
よ
り
昆
た
る
繋
船
同
盟
と
海
運
同
盟

第
二
十
一
巻

(
第
二
揖

玉
O
}

ゴL
A 

山
吉
て
運
賃
の
下
落
の
最
も
甚
だ
し
き
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
〈
、
こ
の
第
三
の
意
味
の
供
給
過
剰
の
場
合
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
於

τは
、
総
て
の
船
舶
が
紫
船
鮎
以
上
の
運
賃
を
要
求
す
る
に
於
て
は
、
納
胞
の
供
給
が
需
要
に
超
過

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
蝶
船
齢
の
高
き
も
の
よ
り
順
次
に
見
て
、
こ
の
超
過
部
分
に
嘗
る
船
舶
は
、
仙
の
部
分
仁
あ

る
船
舶
の
競
零
に
制
局
ら
れ
て
、
縦
ひ
繋
船
勅
以
上
の
運
賃
を
要
求
す
る
も
到
底
需
要
者
を
見
出
す

ι
ご
が
出
来

十
、
従
っ
て
供
給
よ
り
脱
退
す
る
の
外
な
き
こ
ご
、
な
る
。
そ
の
結
果
、
市
場
蓮
貨
は
、
供
給
限
界
に
め
る
船
舶
の

雌
荊
仙
川
結
、
剖
も
供
給
界
に
残
留
す
る
船
舶
の
中
に

τ最
も
高
き
紫
肺
結
に
於
て
定
ま
る
こ
正
、
な
る
り
で
あ
る
。
不

定
期
船
事
業
に
於
工
は
、
之
が
競
争
に
よ
り
て
引
下
げ
ら
る
、
運
賃
の
一
般
的
械
限
で
あ
る
。

郎
も
今
、
稲
々
な
る
階
段
の
運
賃
を
想
定
し
て
見
る
に
・
そ
の
ど
の
階
段
の
運
賃

ω下
仁
於
て
も
、

一
つ
一
つ
の

船
舶
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
そ
の
運
賃
は
海
運
労
務
生
産
費
以
上
な
る
も
の
も
あ

h
、
叉
以
下
な
る
も
の
も
あ
b
b
ま

た
生
産
費
以
下
な
る
も
の
に
あ
・
り
て
も
、
そ
の
迦
貨
は
、
脚
措
加
鮎
以
上
な
る
も
の
も
あ
h
、
叉
以
下
な
る
も
の
も
あ

る
誇
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
最
後
の
も
の
は
.
そ
の
運
賃
に
て
航
↑
称
す
れ
ば
、
繋
船
す
る
よ
h
d
も
損
失
が
大
き
い
か

ら
、
か
、
る
運
賃
の
下
じ
あ
り
て
は
、
そ
れ
ら
の
船
舶
は
牧
支
計
算
上
寧
ろ
供
給
界
よ
b
脱
退
す
る
こ
吉
、
な
る
。

然
る
に
、
そ
の
蓮
賃
が
海
運
叫
労
務
の
生
産
費
よ
ち
は
低
き
も
蝶
航
貼
よ
L

り
は
高
き
船
舶
は
、
こ
の
場
合
、
航
海
を
な

せ
ば
勿
論
損
失
ご
な
る
け
れ
Y
」
も
、
併
し
そ
の
損
失
は
繋
帥
の
場
合
の
損
失
よ
hJ
軽
い
の
で
あ
る
か
ら
、
牧
支
計
算

上
寧
ろ
多
少
の
損
失
を
甘
ん
じ

τ供
給
界
に
残
留
す
る
こ
ご
、
な
る
。
か
(
て
第
三
の
意
味
に
於
り
る
蜘
腹
供
給
過

ぜ-~ー『鴇相州市 mψ""
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論

議

誕
質
論
よ
り
且
た
る
蝶
船
同
盟
と
栴
謹
同
盟

第
三
十
一
巻

第

観

五

) 

九
九

剰
の
市
場
に
於

τ、
過
剰
細
胞
が
結
局
脱
退
し
て
、
供
給
船
腹
が
需
要
船
腹
E
均
衡
を
得
る
場
合

ω一
蓮
賃
、
郎
も

市
場
運
賃
は
、

暑
の
場
合
の
供
給
限
界
に
ゐ
る
船
舶
加
の
繋
船
結
正
同
一
の
金
額
よ
b
外
な
ら
尚
も
の
で
あ
る
。

割
払
は
、
右
に
述
べ
た
る
所
を
説
明
す
る
た
め
に
、
前
の
論
文

D" 

に
於
て
、
上
に
掲
「
る
闘
表
を
用
ゐ
た
。
こ
の
闘
表
は
、
本
論

C 

P卜一一一一--_.~ ~~J)t 
p'1 戸-\\r_~・
J J--，_"，-，=_  _ __  ---"_ _" ~....-

ei! _--ナー¥ J 
Rト-ffF¥l

I-t e 

に
於
て
述
ぺ
ん
ご
す
る
所
の
紫
般
同
盟
及
び
海
運
同
胞
の
作
用

園

を
説
明
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
之
に
よ
る
を
便
利

Z
す
る
か

第

ら
、
こ
、
に
再
び
之
を
用
ゐ
る
こ
正
、
す
る
o
闘
表
の
低
線
。

同
は
、

ヲ
ぞ
の
左
よ
b
右
へ
の
長
さ
が
船
腹
(
噸
歎
)
を
表
は
す
も

の
で
あ
っ
て
、

O
M
続
上
の

C
o
は
或
海
運
市
場
に
現
存
す
る

a 

船
舶

ω舶
腕
量
を
表
は
し
、

C
U門
的
鵬
正
平
行
し
て
そ
れ
よ
b
も

上
に
あ
る
線
の
左
端
よ
h
の
長
吉
は
、

一
定
の
一
叫
悲
H
に
於

τ供

舟

給
さ
れ
叉
は
需
要
き
る
、
船
版
の
量
を
表
は
す
も
の
で
め
'pb

而
L
て
O
V
内
線
Z
垂
直
に
交
は
る
。
可
線
又
は
O
同
線
に
キ

行
す
る
線
の
高
苫
は
金
額
を
表
は
す
も
の
と
す
る
。
ま
た
り
口
、
線
は
一
定
の
時
に
於
付
る
詰
要
側
の
事
情
を
衣

は
す
所
の
謂
は
ゆ
る
需
要
曲
線
で
あ
っ
て
、
こ
の
闘
表
に
於

τは
、
各
程
度
の
漣
貨
に
於

τ需
要
吉
る
、
船
腹
量
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論

叢

悪
質
論
よ
り
且
た
る
繋
舶
同
盟
と
海
運
同
盟

第
二
十
}
卸

(
第
二
親

五
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O 
O 

の
系
列
を
表
は
す
も
の
で
ゐ
・
り
も
の
の
、
総
は
.
低
線
。
凶
の
上
に
誼
ぷ
所
の
各
般
舶
の
一
向
単
位
運
送
量
(
例
へ
ば

一
噸
)
に
謝
す
る
海
運
労
務
の
生
産
費
の
系
列
を
表
は
す
も
の
で
、
問
問
、
線
は
各
般
舶

ω
一
車
位
運
途
量
に
封
す

る
紫
般
貼
運
賃
の
系
列
を
表
は
す
も
の
芭
す
る
。
然
る
正
き
は
、
若
し
海
運
業
者
が
生
産
費
以
下
の
運
賃
に

τは、

運
迭
を
引
受
げ
な
い
V

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
帥
肌
腹
の
供
給
過
剰
の
場
合
の
供
給
曲
線
は
の
の
、
線
で
あ
る
べ
き
筈

で
あ
る
が
、
前
に
逃
べ
た
る
が
如

c、
海
運
業
者
は
、
生
産
費
以
下
で
あ
っ

τも
螺
加
貼
に
迭
す
る
ま
で
の
運
賃

な
ら
ば
、
運
迭
を
引
受
く
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
般
腹
の
供
給
過
剰
の
甚

rし
き
場
合
に
は
、
供
給
山
線
は
の
の

線
で
は
な
(
て
、
同
問
、
線
で
あ
る
ニ
ご
に
な
る
o

従
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
困
問
、
線
は
、
帥
靖
船
鮎
の
系
列
を

表
は
す
ご
共
に
、
海
運
業
者
等
が
海
運
勢
務
(
仙
刷
版
の
量
を
以
て
表
は
き
れ
た
る
)
の
提
供
を
肯
す
る
所
の
一
定
の

代
舗
の
系
列
を
も
表
は
す
も
の
己
な
る
。

故
じ
需
要
正
供
給
之
の
闘
係
が
、
こ
の
岡
表
を
以
て
表
示

L
得
る
所
の
海
運
市
場
に
於
て
は
、

こ
の
場
合
、
市

場
運
賃
は
ヱ
ヘ
)
に
於
て
決
定
す
る
こ
己
、
な
h
'
i

現
存
船
腹

0
0
の
中
で
。
。
の
般
阪
が
就
役
し
、
の
ぬ
は
紫
般

せ
ら
れ
て
現
貨
供
給
の
範
国
外
に
離
脱
す
る
一
ご
と
、
な
る
。
而
し
て
こ
の
場
合
の
現
賞
供
給
の
船
腹
た
る
。
の
の

中
で
も
、
そ

ω
海
蓮
勢
務
生
産
設
以
上
の
運
賃
で
就
役
す
る
も
の
、
却
も
且
官
業
利
品
訴
を
得
る
も
の
は

O

乙
L

り
で

あ
っ
て
、

ω
の
の
間
に
あ
る
船
舶
は
生
産
設
以
下
の
蓮
質
、
卸
も
損
失
を
負
携
し
な
が

ι就
役
す
る
も
の
で
あ
る
。

耐

L
て、

こ
の
市
場
に
於
け
る
船
腹
が
、

0
0
で
は
な
(
て
般
に
。
『
で
あ
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
需
要
吉
供
給
Z

一一一川徐州快ゆ棋を'.F円楠開炉M"'"



の
均
衡
を
保
つ
た
め
、
蓮
貨
は

1
5
黙
に
於
て
定
ま

b
、
供
給
限
界
に
あ
る
所
の
船
舶
の
海
運
勢
務
生
産
費
ご

一
致
す
る
こ
正
、
な
る
o
従
っ
て

ω
『
の
間
に
あ
る
船
舶
は
い
一
つ
れ
も
生
産
費
以
下
に
於
て
就
役
す
る
の
必
要
な

〈
、
供
給
限
界
た
る
『
に
ゐ
る
船
舶
を
除
い
て
は
他
の
も
の
は
相
常
の
傍
業
利
盆
を
牧
む
る
こ
正
が
出
来
、

O 

" 

の
間
に
あ
る
船
舶
は
、
現
存
船
腹
が

O
m
で
あ
る
場
合
に
於
け
る
よ

b
も
一
一
府
大
な
る
利
盆
を
政
む
る
ニ
ビ
を
得

る
筈
で
あ
る
。
然
る
に
、
現
存
船
腹
が
、
前
越
の
如
〈
、

c
u
で
は
な
〈
τ
0
0
で
ゐ
る
場
合
に
は
、

c
u
の
問

に
あ
る
品
川
舶
は
、
町
内
の
間
に
あ
る
船
舶
よ
ち
就
守
を
受
(
る
こ
己
、
な
っ
て
、
運
賃
は
円
(
九
)
黙
に
定
ま
る
結
果

ご
し

τ、
の
巾
だ
け
が
繋
船
す
る
二
ご
、
な
ち
、

F

n

は
紫
加
を
兎
れ
て
就
役
す
る
J

E
、
な
る
代
h
に
h
w
F

は抽出

失
仁
於
て
航
海
す
る
こ
正
、
な
b
、
o
h
w

は
そ
の
利
益
が
減
少
せ
ら
る
、
-
』
ご
、
な
る
の
で
あ
る
。

か
〈

τ、
前
越
の
事
情
の
下
仁
於
て
は
、
市
場
運
賃
は
こ
へ
)
貼
に
於
て
定
ま
b
、
指
迩
労
務
仁
劃
す
る
需
要

が
増
加
せ
さ
る
限
b
l
l海
上
の
輪
遺
物
が
増
加
せ
ゲ
る
限
h
l
i
そ
れ
は
吋
(
円
、
)
瓢
を
上
る
こ
Z
は
な
い
γ

。
故

仁
こ
の
場
合
に
於
て
、

需
要
側
の
事
情
が
好
帥
押
せ
宇
、

そ
の
ま
、
の
航
路
に
於
て
縦
続
す
る
も
の
ご
せ
ば
、

" rコ

の
聞
に
ゐ
る
船
舶
は
、

時
の
経
過
ピ
共
に
損
失
が
累
積
し
、

2
の
間
に
あ
る
舶
舶
は
盤
加
費
負
踏
が
累
積
す
る

こ
正
、
な
る
。

従
っ
て
、
仰
の
・
円
仰
の
間
に
あ
る
船
舶
の
所
有
者
中
に
は
、
か
、
る
般
践
が
永
引
〈
に
於
て
は
、
梧
睡

に
そ
の
資
力
が
右
の
損
失
負
婚
に
耐
へ
十
し
て
或
は
所
有
舶
を
解
館
す
る
も
の
を
生
す
る
こ
己
、
な
る
。

而
し
て

論

議

運
賃
諭
よ
り
且
た
る
繋
船
同
盟
主
海
運
同
盟

第
=
十
一
巻

(
第
二
騨

五

O 

派。附柿仇

」 一
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議

題
負
論
よ
り
見
た
る
蝶
船
同
盟
企
梅
謹
同
盟

第
一
一
十
一
審

第

脱

五
~~ 

O 

-内険争陀宅金一骨片デ劫

解
健
せ
ら
れ
た
る
船
腹
が

2
以
下
な
る
ご
き
は
、
運
賃
は
未
だ
円
(
へ
)
馳
を
上
る
こ
ピ
な
〈
、
の
旬
以
上
ご
な
る

に
及
び
、
印
も
現
存
船
腹
が

on
よ・
9
少
〈
な
る
に
歪
う
て
、
運
賃
は
始
め
て
円
(
t
)
貼
を
上
る
こ
正
、
な
恥
り
も

解
髄
航
腹
が
夏
に
増
加
し
て
『
正
な

h
、
現
存
仙
刷
版
が

O
F
Z
な
る
に
及
〈
ば
、
運
賃
は
供
給
限
界
に
あ
る
船

舶
の
海
運
勢
務
の
生
産
投
ご
等
L
〈
な
h
、
調
は
ゆ
る
牧
盆
鮎
に
復
蹄
す
る
-
』
吉
、
な
る
]
依
仁
加
運
事
業
に
於

て
も
企
業
者
は
、
元
来
、
悔
恨
に
損
失
の
下
に
傍
業
を
総
鋭
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
不
況
服
態
が
縦
続
す
る

に
於

τは
、
需
要
側

ω
4梢
が
好
酬
明
す
る
甲
』
芭
な
〈
ご
も
、
供
給
の
白
働
的
減
退
に
よ
b
、
運
賃
は
結
局
仁
於
て

は
、
生
康
設
に
一
致
す
べ
〈
快
復
す
る
の
作
用
あ
る
も
の
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、
海
運
労
務
に
劃
す
る
需
要
が
帰
京
市
如
何
に
幾
化
す
る
か
ご
い
ふ
こ
ピ
は
、
何
人
に
ご
ち
て
も
甚
だ

正
確
に
判
断
し
得
る
所
で
は
な
〈
、
ま
た
一
俳
漣
問
介
に
於

τは
往
々
突
肱
宜
的
事
情
に
よ
り
、
急
激
に
好
景
気
を
蔚
ら

す
こ
ご
が
め
る
が
故
に
、
一
津
H
が
生
産
投
ev-償
は
ぎ
る
に
李
り
た
る
場
合
に
、

μ直
ち
仁
一
所
有
船
主
買
却
若
し
く

は
解
惜
す
る
の
損
失
正
、
川
運
賃
が
生
産
品
A

円
以
下
で
あ
う
て
も
、
向
は
航
海
を
な
す
方
が
繋
川
を
な
す
よ
り
も
比

較
的
に
得
な
る
が
た
め
、
海
運
旧
介
が
好
制
す
る
ま
で
航
海
を
継
鎖
す
る
の
損
失
、
ま
た
は
、
け
航
海
を
な
す
よ
り

も
繋
船
『
る
方
が
相
謝
的
に
得
な
る
が
た
め
に
景
気
依
復
ま
で
鰐
舶
を
総
説
す
る
の
損
失
吉
、
い
づ
れ
が
結
局
損

失
少
き
か
は
、
到
底
強
断
を
許
苫
い
る
所
で
あ
る
。
故
に
一
憎
悪
業
者
は
資
力
の
許
す
限
b
、
将
来
に
於
け
る
呆
気

侠
耐
悦
に
望
を
鵜
い
で
、
管
業
を
継
続
し
て
、
海
運
市
場
の
競
争
の
槌
に
踏
み
止
ま
る
唱
}
己
、
な
ふ
リ
、

そ
の
精
巣
供

甥馬略蜘川柑和…ν

.~一一一一泊
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古川悦

諭

議

運
賃
諭
・
よ
り
且
た
る
繋
船
同
盟
と
海
漣
同
盟

第
二
十
一
巷

(
第
二
挺

王
五
)

C 

一

給
の
白
働
的
減
少
に
よ
る
運
賃
侠
復
の
作
用
を
自
ら
阻
止
す
る
こ

t
、
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
争
、

運
賃
下
落
の
結
果

Z
L
て
、
脚
開
加
せ
ら
れ
た
る
般
版
は
現
貨
供
給
よ
り
離
脱
し
居
る
ご
は
い
ふ
も
の
、
、
そ
が
現

賓
の
供
給
外
仁
ゐ
る
は
全
〈
運
賃
正
の
閥
係
仁
一
於

τぃ
v

あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
依
然
、
潜
在
的
供
給
ぜ
し
て
海
蓮
市

場
の
背
後
に
存
在
し
、
若
し
市
場
運
賃
が
幾
分
に
て
も
侠
復
し
て
製
品
川
貼
以
上
ご
な
ら
ば
、
直
ち
に
現
貸
の
供
給

界
に
復
蹄
し
来
っ
て
、
運
賃
の
騰
貴
を
阻
止
す
る
こ
吉
、
な
る
も
の
で
あ
る
。

故
に
、
鋤
腹
に
謝
す
る
需
要
が
減
退
し
て
そ
れ
が
依
似
せ
す
、
運
賃
が
お
漣
労
務
の
生
産
費
を
議
か
に
下
h
、

且
っ
そ
れ
が
織
綴
す
る
に
於
て
は
、
供
給
の
白
倒
的
減
退
に
よ
り
、
迦
貨
は
、
結
局
、
生
産
農
相
骨
聞
の
貼
ま
で
侠

腹
す
る
の
傾
向
ゐ
る
も
の
で
あ
る
古
は
い
ふ
も
の
、
、
質
際
に
於
て
は
、
こ
の
侠
復
は
甚
だ
容
易
に
叉
甚
げ
ん
速
か

に
来
る
事
柄
で
は
な

f
、
運
賃
下
落
の
た
め
に
海
運
市
場
が
甚
だ
し
〈
破
壊
せ
ら
れ
、
多
段
の
泌
運
業
者
が
事
業

の
破
滅
を
古
都
し
、
建
問
せ
る
も
の
も
そ
の
資
力
を
大
に
寄
せ
ら
れ
た
る
後
に
至
っ
て
始
め
て
現
は
る
、
も
の
で
あ

る
O

そ
れ
故
に
海
運
業
者
は
、
加
胞
の
供
給
過
剰

ω放
態
の
下
に
あ
・
り
て
は
、
自
然
の
備
な
る
競
守
に
於
げ
る
運

貨
を
以
て
久
し
く
鋒
業
を
継
続
す
る
こ
さ
能
は
古
る
も
の
で
あ
っ
て
、
事
業
ご
資
本

F
T擁
護
す
る
必
要
土
、
自

衡
の
策

t
L
て
、
相
互
の
競
唱
す
を
制
節

L
て
人
潟
的
に
運
賃
を
支
配
す
る
の
朕
態
を
つ
〈
ら
ん
ピ
す
る
こ
ご
、
な

る
O

か
f
て
、
こ
の
必
要
の
下
に
生
る
、
も
の
が
、
不
定
期
船
染
者
の
聞
に
ゐ

h
て
は
岬
講
師
師
同
盟
で
ゐ
つ

τ、
定

期
加
業
者
の
間
に
あ
っ
て
は
、
普
通
に
コ
ン
ブ
ァ
ド
V

R

ε

汎
稽
せ
ら
る
、
所
の
海
運
同
盟
で
あ
る
。
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不
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不
定
期
航
業
者
が
組
織
す
る
繋
加
同
盟
な
る
も
の
、
目
的
芭

す
る
所
は
、
供
給
締
腹
過
剰
の
場
合
に
、
同
盟
の
負
擦
に
於
て

繋
舶
を
行
ひ
、
之
に
よ
る
船
時
間
制
限
に
よ
b
τ
蓮
貨
を
牧
盆
動

に
引
き
上
げ
て
之
を
維
持
す
る
に
ゐ
る
。
放
に
こ
の
同
盟
の
成

立
可
能
は
、
同
盟
を
組
織
す
る
こ
正
に
よ
ち
て
血
中
ぐ
る
所
の
蓮

賃
利
盆
が
、
同
盟

ω負
携
正
な
る
繋
船
補
償
金
を
支
挑
ひ
得
る

場
合
に
の
み
存
在
す
る
。

紫
航
同
盟
な
る
も
の
、
作
別
を
説
明
す
る
が
た
め
に
、
第

ι 

闘
衣
ご
同
一
の
傭
件
に
於

τ作
成
し
た
る
筋
二
回
表
に
よ
り

τ

01 

之
を
油
ぶ
れ
ば
b

或
↑
海
運
市
場
に
於
て
、
供
給
加
腹
が
需
要
船

界
仁
ゐ
る
船
舶
の
繋
船
蹴
円
(
ヘ
)
に
ま
で
下
落
し
た
る
揚
令
仁
、
そ
れ
を
牧
袋
勤
可
(
官
、
)
じ
ま
で
引
上
ぐ
る
た
め

版
に
超
過
せ
る
た
め
、
競
守
に
よ
h
τ
市
場
運
賃
が
、
供
給
限

仁
、
不
定
期
航
業
者
が
岡
蹴
ケ
組
織
し

τ、
供
給
船
胞
を

O
『
に
制
限
し
、
『
の
の
船
腹

E
Z
の
船
腹
1
1
0
ι

f

i

i

 一一…，-一一吋台れらがお~ツ



1〆 μ

部

」
町
刈
I
4
4
1
h
M

• 

の
鋤
腹
は
運
賃
が
ス
ミ
勅
に
あ
る
な
ら
ば
、
自
愛
的
に
繋
船
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

ぞ
れ
が
喝
な
、
)
な
る
吉
量

は
、
運
賃
市
場
に
統
領
者
ご
し
て
現
は
れ
来
る
も
の
で
あ
る

!
l
F
T同
胞
の
下
に
繋
舶
せ

L
め
、
こ
の
繋
船
舶

腹
(
『

η
+
n
ι
)
に
叫
到
し
て
は
、
。
『
帥
剛
腹
の
就
役
に
よ
'
り
て
血
事
「
る
所
の
線
利
盆
司
自
】
‘
ヘ
へ
、
の
う
も
よ

h
t
-
q

に
相
賞
す
る
金
額
を
繋
航
補
償
金

F
し
て
輿
へ
る
の
で
あ
る
。
か
く

τ
o
r
の
舵
腹
は
日

uh--町、、
l
句

ω
勺
司
、
、
の
利

盆
を
般
的
る
ご
共
に
、

『
の
及
び

nι
の
船
腹
に
封
し
で
は
、
各
航
舶
の
卒
慣
に
於
り
る
平
均
積
載
量
に
臆
じ
て
、

司
(
吹
)
蓮
賃
正
、
各
船
舶
の
鍵
舶
貼
運
賃
正
の
差
額
だ
け
を
補
償
金
ご

L
て
奥
へ
る
こ
E
に
よ
h
、
加
盟
者
た
る

舶
主
の
紫
航
費
負
婚
を
輯
減
せ
し
め
、
以

τ彼
等
を
し
て
紫
加
す
る
に
揃
足
せ
し
め
ん
Z
す
る

ωで
あ
る
。

却
も
こ
の
同
躍
の
下
に
於

τは
、
『
納
に
あ
る
加
舶
は
紫
加
費
全
額
の
補
償
を
受
〈
る
こ
子
伊
」
得
、
航
海
を
な

ー
も
般
加
を
な
す
も
共
に
損
得
な
き
の
地
位
に
置
か
れ
b

『
蜘
よ
h
右、

ι
縮
ま
で
に
あ
る
船
舶
は
繋
舶
袋
一
部

の
補
償
を
受
げ
、
之
に
よ
h
て
『

ι
聞
の
品
川
舶
は
航
海
を
な
す
損
失
ご
蝶
仙
加
を
な
官
損
失
ピ
が
同
一

E
な
る
地
位

仁
置
か
れ
る
。
(
内
一
。
の
間
に
あ
る
般
舶
に

Z
つ
て
は
、

い
す
れ
も
、
運
賃
が
え
司
、
)
に
引
上
げ
ら
れ
て
も
、

そ
れ

は
向
ほ
そ
れ
ら
の
船
舶
の
繋
脚
鮎
以
下
で
あ
る
た
め

B

こ
れ
ら
は
競
守
者
た
る
資
絡
な

f
、
従
っ
て
こ
の
幣
加
問

盟
が
組
織
せ
ら
る
、
に
官
つ

τ、
之
よ
り
除
外
せ
ら
れ
る
。
)

従
っ
て
、
『
?
の
ι
の
聞
に
あ
る
船
舶

ω
所
有
者

は
、
若
し
も
同
盟
に
加
入
せ
守
し
て

1
l同
胞
を
成
立
せ
し
め
守
し
て

l
l競
守
の
下
に
鐙
業
を
な
す
な
ら
ば
、

市
場
運
賃
は
吋
(
』
)
貼
に
於
て
定
土
る
が
放
に
、
。

ι
の
聞
に
あ
る
船
舶
は
繋
航
費
全
額
を
自
ら
負
指
し
て
繋
締

第
二
十
一
巻

論

叢

() 

E 

運
賃
論
よ
り
且
た
る
繋
船
同
盟
と
栴
迩
同
盟

(
第
二
腕

五
七
)

おち下イ令.，~仰い
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論

議

運
賃
論
よ
り
見
た
る
繋
船
同
盟
主
海
運
同
盟

信

協

一O大

五
λ
)

第
二
十
一
脅

す
る
の
外
な
〈
、
ま
た
『
の
の
間
に
あ
る
船
舶
は
わ
れ
、
線
正
口
、
、
線
Z
の
間
隔
を
以
て
表
は
古
る
、

rけ
の
損
失

に
於
て
航
海
を
な
す
の
外
な
き
も
の
で
あ
る
の
に
、
彼
等
が
同
盟
に
加
入
し
て
之
を
成
立
せ
し
む
る
こ

Z

に
よ

h
J
、
彼
等
自
ら
は
償
械
的
の
利
盆
を
血
中
げ
て
修
業
を
な
し
得
る
こ
ぜ
、
な
る
誇
で
は
な
い
り
れ
ど
も
、
。

ι
山
間

に
あ
る
船
舶
の
所
有
者
は
日
円
、
司
線
芭
何
回
、
総
ご
の
間
隔
を
以
て
表
は
き
る
〉
部
分
だ
り
照
般
投
A
H
践
が
艇
減
せ

ら
る
、
こ
さ
、
な
り
、
『
の
の
間
に
あ
る
船
舶
の
所
有
者
も
同
盟
外
仁
あ
り
て
航
海
を
な
す
場
合
に
比
し
て
、
司
、
、
司

線
ご
吋
円
、
、
線
芭
の
間
隔
を
以

τ去
は
古
る
、
額
.
た
り
一
品
業
損
失
が
韓
減
せ
ら
る
、
こ
芭
、
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
船
舶
の
所
有
者
は
岡
聞
の
下
に
製
加
す
る
方
が
単
ろ
得
ど
な
る
。
而

L
て
山
『
の
間
に
あ
る
船
舶
は
、

同
胞
が
成
立
せ

F
れ
ば
‘
め
の
、
総

z
:、
、
線
記
の
間
隔
台
以
て
表
は
き
る
、
だ
り
の
損
失
を
以
て
航
海
す
る
の
外

な
き
も
の
で
あ
る
の
に
、
そ
の
成
立
に
よ
っ
て
、
司
司
、
線
ご
の
め
、
線
記
の
間
隔
に
て
表
は
古
る
、
ピ
け
の
利
盆
を

皐
「
る
こ
正
、
な
り
、
。
お
の
聞
に
ゐ
る
船
舶
は
、
同
拙
が
成
立
せ
玄
れ
ば
、
車
に
『
、
、
司
、
線

t
n
円
、
線
正
の
閥

隔
を
以
て
表
は
き
る
、
利
盆
が
あ
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
り
れ
戸
」
も
、

そ
の
成
立
に
よ
り
て
利
盆
は
真
に
司
司
、
線

芭円、、
H

，
、
総
ご
の
間
隔
を
以
て
表
は
き
る
、
額
に
け
増
加
せ
ら
る
、
こ
ご
、
な
る
。
放
に
、
同
胞
は

o
t
t
u
の

間
仁
ゐ
る
船
舶
の
所
有
者
よ

b
、
彼
等
が
同
盟
成
立
の
放
巣
己

1J
て
牧
得
す
る
利
盆

1
l金
健
正
し
て
司
司
、
円
、
円
、
、

を
以
て
表
は
苫
れ
る
ー
ー
の
う
も
を
以
て
、
繋
船
舶
胞
に
謝
す
る
補
償
金

1
l杢
健
ご
し
て

1
号
、
、
を
以
て
表

は
苫
れ
る

1
ー
を
支
柚
酬
は
し
め
、
之
を

r
t
L
の
閥
に
あ
る
般
舶
の
所
有
者
に
奥
ー
そ
の
海
運
市
場
の
供
給

一一叫h“内同品川恥湖i時制抑帯糊暢掛蜘~
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而
も
右
に
逃
ぺ
た
る
組
織
は
、
理
論
的
に
考
案
せ
ら
れ
た
る
最
も
令
理
的
組
織
で
あ
っ
て
、
加
脱
船
舶
を
一
々

加
腹
を

o
t
に
制
限
L
て
、
蓮
貨
を
牧
盆
勤
可
(
司
、
)
に
維
持
す
る
こ
正
が
出
来
る
の
で
あ
る
o

繋
船
同
盟
な
る
も
の
、
作
用
は
、
右
に
逃
ぷ
る
が
如
〈
、
加
脱
者
中
の
一
郎
枇
主
の
運
貸
利
盆
を
以
て
、
他
の

一
部
の
加
問
船
主
の
燦
航
費
負
拾
を
補
償
し
て
、
供
給
船
腹
に
制
限
を
加
へ
、
以
下
謹
言
牧
盆
貼
に
維
持
L
、

就
役
般
腹
も
相
嘗
り
刺
盆
を
牧
的
得
る
ぜ
共
に
、
照
航
船
腹
も
事
業
恨
失
を
粧
減
せ
ら
れ
得
る
所
に
ゐ
る
o

故
に

繋
船
同
盟
の
成
立
可
能
は
、
運
賃
論
上
仁
於
て
は
、
同
盟
の
下
に
就
役
船
腹
が
皐
「
る
所
の
利
盆
(
宅
、
王
、
)
が
蝶

航
船
腹
に
制
到
し
て
支
扱
ふ
こ
ご
を
要
す
る
所
の
繋
船
補
償
金
(
日
出
号
、
、
)
よ
h
大
な
る
場
合
に
限
ら
る
。
若

L
運
賃

を
牧
盆
織
に
維
持
す
る
た
め
仁
、
甚

r多
数
の
鮒
M

刷
会
繋
船
す
る
を
要
し
、
之
に
謝
し
て
支
梯
ふ
〈
き
繋
肺
補
償

金
(
官
号
、
、
)
が
、
就
役
船
腹
が
思
「
る
所
の
利
盆
(
官
同
ν、円、岡、、)よ
b
も
反
叫
割
に
大
な
る
ご
き
は
、
こ
の
同
盟
の
成
立

可
飽
は
な
い
。

そ
の
紫
舶
貼
に
従
う
て
配
列
し
、
そ
れ
の
最
も
大
な
る
も
の
よ
h
繋
船
せ

L
む
る
こ
正
、
椴
定
し
た
の
で
あ
る
o

か
〈
の
如
〈
に
、
繋
船
瓢
の
大
な
る
も
の
よ
b
繋
船
せ

L
む
る
ニ
と
に
よ
b
て
の
み
、
岡
山
の
負
携
ご
な
る
繋
船

補
償
金
の
綿
額
は
最
小
な
る
こ
正
を
得
る
芭
共
に
、
就
役
鰍
腹
の
車
中
「
る
利
盆
も
最
大
ご
な
る
こ
Z
を
得
る
の
で

あ
っ

τ、
従
っ
て
、
繋
船
同
盟
ご
し
て
の
成
立
可
能
範
闘
の
最
大
な
る
組
織
正
な
る
の
で
あ
る
o
若
L
繋
舵
せ
ら

論

瀧

誕
質
論
よ
リ
且
た
る
蝶
仏
間
同
盟
と
指
揮
同
盟

第
二
十
一
巻

(
第
二
斑

玉
丸
)

O 
b 
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叢

第
二
十
一
番

(
第
二
腕

ハ
O
}

。
丹、

る
べ
き
船
舶
を
、
脚
期
航
貼
の
大
な
る
も
の
よ

h
選
ぶ
二
子
ぜ
得
古
る
場
合
に
は
、
等
し
(
牧
袋
貼
に
運
賃
を
引
上

「
る
に
つ
い
て
も
‘
蝶
航
補
償
金
の
総
樹
は
、
右
の
如
き
論
理
的
組
織
の
場
合
よ
り
必
中
大
き
〈
な
ら
5
る
を
待

ぎ
る
ピ
共
仁
、
就
役
船
腹
の
血
中
ぐ
る
利
盆
も
亦
そ
れ
に
け
減
少
せ

F
る
を
得

g
る
諜
で
あ
る
。
従
っ
て
、
繋
船
岡

盟
の
成
立
可
能
も
亦
、

ぞ
れ
だ
け
少
〈
な
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

然
る
に
、
今
質
際
「
い
於
て
繋
船
岡
雌
の
計
量
せ
ら
る
、
場
合
を
考
ふ
る
に
、
燦
船
舶
版
は
各
舶
舶
の
紫
般
駄
に

従
っ
て
決
定
せ
ら
る
、
こ
ご
な
(
、
他

ω楳
準
に
よ
b
て
決
定
せ
ら
る
、
も
の
で
ゐ
る
。
品
韓
仁
崎
地
べ
た
る
が
如
〈
、

繋
船
鮎
な
る
も
の
は
、
常
該
船
舶
が
蓮
途
航
海
を
な
す
こ
と
に
よ
り
て
生
す
る
損
失
正
、
繋
般
に
よ

h
τ
生
十
る

損
失
ご
が
等
し
き
場
合
の
謹
貨
で
ゐ
る
o

故
仁
、
脚
揖
仙
附
貼
な
る
も
の
は
、
常
該
船
舶
の
海
運
夢
務
生
産
費
ご
関
係

じ
、
ま
た
そ
の
照
加
費
用
己
も
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
一
階
蓮
拙
労
務
の
生
産
投
も
、
繋
船
費
用
色
、
海

運
市
場
の
競
争
の
下
に
あ
h
て
は
、
仙
川
主
は
之
を
秘
密
の
裡
に
保
た
ん
ご
す
る
所
の
も
の
で
あ
っ
て
、
若
し
之
が

競
争
の
相
手
方
に
探
知
せ
ら
る
、
な
ら
ば
、
競
争
上
頗
る
不
利
盆
な
る
地
位
に
立
つ
こ
吉
、
な
る
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
繋
般
同
盟
な
る
も
の
は
、
一
克
来
一
階
蓮
田
抑
の
長
一
誌
が
頗
る
沈
滞

L
て
、
脚
措
仙
附
鮎
迩
貨
に
於
て
喜
へ
も
、
船
腹

の
供
給
が
そ
の
需
要
に
超
過
す
る
場
合
に
の
み
計
査
せ
ら
る
、
も
の
で
、
日
品
集
が
幾
分
か
依
復
し
て
、
蓮
貨
が
縦

ひ
術
は
生
産
設
以
下
で
あ
っ
て
も
、
ぞ
れ
が
紫
蜘
動
以
上
に
井
る
場
合
に
は
、
直
も
じ
解
散
せ
ら
る
べ
量
性
質
の

も
の
で
あ
る
o

放
に
、
船
主
は
、
紫
般
同
盟
に
よ
b
て
相
互
の
競
等
を
勝
止
せ
ん
ご
す
る
場
合
に
於

τも
、
そ
の

司明 醐相支伊い
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叢

誕
賃
論
よ
り
見
た
る
奨
船
同
盟
と
海
運
同
監

第
二
十
一
審

(
第
二
焼

ノ、

) 
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解
散
後
の
競
守
市
場
に
於
け
る
自
己
の
立
場
を
考
慮
し
て
、
所
有
般
の
海
運
輸
常
務
生
産
費
紐
び
に
そ
の
蝶
般
費
を

同
盟
に
通
告
す
る
を
欲
す
る
も
の
で
は
な
い
。
若
し
之
を
通
告
せ
し
め
、
そ
の
計
算
を
基
礎
ご
し
て
、
前
識
の
如

言
論
理
的
組
織
を
も
っ
繋
船
同
盟
を
組
織
せ
ん
ご
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
勅
に
於
て
船
主
の
反
劃
を
招
き
、
同
胞
の

成
立
す
る
見
込
は
な
(
な
る
。

放
に
繋
船
同
盟
な
る
も
の
が
現
・
貨
じ
計
童
せ
ら
る
、
場
合
に
は
、
い
づ
れ
も
前
遁
の
如
き
論
理
的
組
織
を
正
る

も
の
は
な
〈
、
多
〈
は
各
加
盟
者
の
所
有
舶
の
一
定
割
合
を
帥
断
用
船
す
る
こ
吉
、
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
同
盟
の
下

に
緊
加
せ
ら
る
、
船
舶
は
、
加
盟
船
舶
中
の
嶋
蜘
鮎
の
大
な
る
も
の
よ
h
、
順
究
、
超
過
般
腹
だ
り
緊
般
せ
ら
る

、
こ
ご
、
な
る
の
で
は
な
〈
て
、
繋
船
々
舶
の
中
に
も
就
役
加
納
よ
り
も
却
っ
て
紫
帥
抑
制
の
低
き
も
の
も
ゐ
h
、

就
役
般
舶
の
中
に
も
紫
粉
々
舶
よ
り
も
紫
般
貼
の
高
き
も
の
も
あ
る
こ
正
、
な
b
、
そ
の
結
果
、
同
胞
の
組
織
は

必
十
し
も
経
務
的
の
も
の
で
は
な
〈
.
等
L
C牧
鐙
勅
ま
で
蓮
貨
を
引
上
「
る
に
つ
い

τも
、
同
盟
の
繋
船
費
負

携
は
、
前
越
の
如
き
合
理
的
組
織
の
も
の
よ
h
も
多
〈
な
h
J
、
就
役
船
腹
の
皐
ぐ
る
牧
盆
は
少
〈
な
b
、
同
盟
の

補
償
能
力
を
減
殺
し
、

そ
れ
に
り
同
脱
成
立
の
可
能
を
減
少
す
る
の
外
な
き
も
の
で
ゐ
る
。

ま
た
、
か
の
船
舶
を
繋
船
状
態
に
置
〈
に
ゐ
ら
や
し
て
、
軍
に
加
盟
船
舶
を
交
替
的
に
一
定
の
期
間
停
船
せ
し

む
る
に
過
ぎ
ゲ
る
停
蹴
同
盟
古
い
は
る
、
、
も
の
に
至
つ
て
は
、
こ
の
歩
合
的
駿
船
同
盟
よ
h
h
更
に
多
大
の
費
用

を
以

τ供
給
附
胞
を
制
限
す
る
組
織
で
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
に
け
存
続
性
の
少
き
も
の
で
あ
る
。
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運
賃
論
よ
り
見
た
る
繋
船
同
盟
と
海
辺
同
盟

第
二
十
一
巻

か
〈
の
如
〈
、
繋
船
同
盟
な
る
も
の
は
、

そ
の
質
際
に
計
査
せ
ら
る
、
所
の
組
織
に
於
て
は
、
論
理
的
に
考
案

せ
ら
る
、
組
織
の
も
の
よ
h
も
一
見
に
存
立
可
能
性
の
少
き
も
の
で
あ
る
。
然
る
仁
、
之
を
夏
仁
他
の
方
面
よ
り
観

察
す
る
仁
、
紫
舶
同
盟
仁
は
ま
に
そ
の
存
誠
に
或
る
困
難
な
る
事
怖
が
め
る
。
ぞ
れ
は
不
定
期
船
事
業

ω
性
質
そ

の
も
の
に
附
着
す
る
事
情
で
あ
る
o

卸
も
、
不
定
期
船
な
る
も
の
は
、
或
る
特
定
の
航
路
に
於
て
の
み
皆
業
す
る

も
の
で
は
な
〈
、
世
界
の
到
る
蕗
の
航
路
に
於

τ、
有
利
な
る
運
賃
を
追
ふ

τ管
業
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
或

海
運
市
場
に
於
て
紫
船
同
盟
が
成
立

L
、
そ
凶
市
場
の
蓮
貨
が
仙
の
市
場
に
於
り
る
よ
h
も
布
利
な
る
鮎
に
維
持

せ
ち
る
、
ど
き
は
、
後
者
に
あ
り

τ利
盆
を
摩
げ
得
さ
る
不
定
期
船
同
、

や
が
て
利
を
求
め

τ一
」
の
海
運
市
場
に

集

b
来
る
こ
正
、
な
b
、
同
盟
に
劃
す
る
競
守
者
ご
な
っ
て
現
は
れ
る
。
従
っ
て
、
岡
地
の
行
ふ
供
給
船
腹
の
制

限
も
之
が
た
め
無
放
言
な
h
、
運
賃
は
再
び
牧
盆
姑
を
下
ら
ざ
る
を
待
中

Lτ
、
そ
の
結
果
、
加
脱
者
の
皐
ぐ
る

議
賃
利
盆
(
司
官
、
円
、
円
、
、
)
は
減
少

L
、
遂
に
蝶
加
補
償
金
(
日
出
号
、
、
)
を
負
携
し
得
F
る
こ
ご
、
な
る
。
か
〈
の
如
き

は
、
不
定
期
般
事
業
の
性
質
上
、
賞
際
に
於
1
訓
底
免
れ
難
き
所
で
あ
る
o

故
仁
、

こ
の
闘
係
よ
り
見
れ
ば
、
繋
般
岡
蹴
な
る
も
の
は
、
或
海
運
市
場
が
特
妹
の
事
情
に
よ
り

τ世
界
保
漣

界
よ
り
隔
絶
せ
る
場
合
か
、
又
は
仙
の
海
運
市
場
よ
ち
競
争
者
が
来
ら
F
る
暫
時
の
期
聞
か
、

-
』
の
い
づ
れ
か
の

範
園
内
に
の
み
、
そ
の
成
立
可
能
が
あ
る
も
の
で
、

一
般
的
の
又
は
長
期
間
仁
一
旦
る
所
の
繋
船
同
胞
な
る
も
の
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司
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?、言

は
、
世
界
の
不
定
期
般
主
が
拳
っ
て
之
を
組
織
す
る
に
至
ら
さ
る
限
h
、
成
立
可
能
な
き
も
の
で
あ
る
。

一一一
定
期
抽
業
者
の
海
運
同
盟

紫
船
同
盟
な
る
も
の
は
、
右
に
越
ぷ
る
が
如
〈
、
運
賃
論
の
上
よ

h
見
て
、

そ
の
成
立
可
能
の
範
闘
極
め

τ狭

き
も
の
で
あ
る
o

従
っ
て
、
不
定
期
舶
来
者
は
・
海
道
界
不
況

ω場
合
に
於

τも
、
運
賃
を
人
活
的
に
支
配
す
る

こ
ご
は
甚
ピ
困
難
な
る
事
例
E
言
は
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

併
し
乍
ら
、
海
運
界
に
於

τは
、
甚
V
H
し
き
不
足
袋
が
久
し
〈
織
続
す
る
こ
言
は
、
資
際
に
ゐ
'
り
て
は
、

f~ 
v 

稀
に
の
み
之
れ
あ
る
所
で
ゐ
つ

τ、
不
定
期
船
業
者
が
鍵
船
岡
雌
を
組
織
す
る
の
必
要
に
迫
ら
る
、
が
如
き
不
況

朕
態
が
久
し
〈
存
鎖
す
る
-
」
ピ
は
、
左
程
属
3
之
れ
あ
る
も
の
で
は
な
い
I

G

の
み
な
ら
子
、
不
定
期
航
州
事
業
に
於

り
る
最
気
は
、
不
況
時
代
に
於

τも
属
I
小
品
出
動
の
あ
る
も
の
で
、
農
林
産
物
の
出
廻
り
の
閥
係
上
、
箪
に
季
節

に
よ
り
て
も
訣
気
に
浮
沈
を
来
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
不
定
期
船
業
者
は
紫
加
す
る
の
必
要
に
迫
ら
る
、
こ
正
が

ゐ
っ
て
も
.
之
が
た
め
の
管
業
中
止
が
久
し
き
に
-
H
一
る
一
回
己
は
稀
で
あ
る
。
放
に
、
不
定
期
船
耕
業
に
ゐ

h
て

は
、
紫
舶
は
多

f
の
場
合
に
於

τ車
に
一
時
的
方
使
た
る
に
止
ま
h
、
必
す
し
も
常
に
管
業
基
礎
の
喪
失
破
陥
躍
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な

ν。

然
る
に
、
定
期
般
事
業
仁
あ
り
て
は
、
之
官
事
情
岡
武
hJ
、
雷
に
、
仙
刷
版
記
要
の
減
退
、
却
も
海
運
界
の
一
般
的

論

叢

題
質
論
よ
り
見
た
る
繋
船
同
盟
主
海
運
同
盟

第
ご
十
一
審

第

擁

~ r、
) 
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第
二
十
一
巻

一
一一

議

不
景
気
に
よ
り
て
貨
物
守
容
の
競
守
が
刺
戟
せ
ら
る
、
の
み
な
ら
歩
、
ま
た
、
海
運
旧
介
の
且
品
集
如
何
に
拘
は
ら

?
、
新
た
な
る
競
争
者
の
出
現
じ
よ
h
て
、
地
盤
守
奪
の
競
守
が
起
・
り
得
る
の
で
あ
る
o

而
も
、
こ
の
い
づ
れ
の

場
合
に
あ

h
て
も
、
競
守
の
結
果
、
縦
ひ
運
賃
が
蝶
舶
酷
以
下
に
下
落
す
る
も
、
定
期
船
事
業
に
於
て
は
、
管
業

上
の
一
時
的
方
悦
ご
し

τ、
就
役
航
路
よ
り
使
用
般
を
撤
退
し
、
之
を
鍵
留
す
る
が
如
き
こ
己
は
、
事
業
の
性
質

が
到
・
抵
許
，
O

い
る
所
で
あ
る
o

何
己
な
れ
ば
定
期
般
事
業
な
る
も

ωは、

一
定
の
航
路
を
以
て
常
住
の
替
業
地
盤

ご
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
若

ι使
用
舶
を
之
よ
り
撤
退
す
れ
ば
、
永
年
の
努
力
に
よ
b
て
獲
得
し
た
る
そ
の
航

路
の
得
意
闘
係
は
、
直
も
に
競
守
者
に
停
は
れ
、
航
路
開
拓
の
た
め
に
投
じ
た
る
資
本
は
悉
(
之
を
失
ふ
ニ
吉
、

な
h
、
後
日
、
再
び
そ
の
航
路
に
倍
業
を
開
始
せ
ん
ご
欲
し
て
も
、
彼
に
代
っ
て
そ
の
航
蹄
に
地
盤
を
岡
め
た
る

も
の
、
允
め
に
胡
蝶
せ
ら
れ
て
、
従
前
に
位
相
す
る
努
力
ご
資
本
子
炉
』
以
て
す
る
も
、
容
易
仁
此
蕗
に
地
歩
を
占
む

る
こ
ど
が
山
家
な
い
か
ら
で
あ
る
。

き
れ
ば
、
定
期
航
端
業
に
あ

h
て
は
、
競
争
の
結
果
、
運
賃
の
下
落
が
甚
亡

L
〈
て
、
採
算
上
に
於

τは
、
使

用
船
舶
を
繋
留
す
る
方
が
得
で
あ
っ

τも
、
こ
の
事
業
に
於
て
は
、
資
本
が
単
に
船
舶
に
投
告
ら
れ
て
居
る
の
で

は
な
〈
、
寧
ん
そ
れ
は
航
路
そ
の
も
の
に
投
守
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
航
路
に
於
け
る
管
業
地
盤
の

擁
護
上
、
管
業

ω
一
時
的
中
止
も
頗
る
難
し
ご
す
る
所
で
あ
っ

τ、
不
定
期
航
業
者
の
如
〈
、
媒
般
に
よ
り
て
事

業
の
損
失
を
一
定
の
税
度
に
確
定
L
、
競
争
の
下
仁
於
け
る
よ
hJ
大
な
る
損
失
を
免
れ
得
る
手
段
を
も
つ
も
の
で

松き砂川



」

は
な
レ
。
従
っ
て
、
運
貝
の
繋
般
駄
な
る
も
の
は
、
定
期
般
そ
の
も
の
に
は
殆

E
闘
係
な
に
た
い
そ
れ
が
不
定

期
加
運
賃
の
最
低
限
度
た
る
闘
係
上
、
定
期
般
ご
不
定
期
加
古
の
競
守
の
目
的
た
る
貨
物
に
つ
い
て
は
最
低
限
度

ぜ
な
り
得
る
.
に
け
で
、
定
期
船
業
者
相
互
の
競
守
に
は
、
之
は
殆
ど
問
題
E
は
な
ら
な
い
。
定
期
加
業
者
は
、
競

守
が
如
何
に
灘
烈
ど
な
る
も
、
資
カ
の
許
す
限
b
、
競
守
関
係
に
止
ま
る
の
外
は
な
い
。
定
期
船

ω運
賃
が
、
競

守
の
結
果
、
往
々
極
端
な
る
低
伎
に
落
ち
る
・
』
Z
あ
る
は
、
之
が
た
め
で
あ
る
o

か
(
の
如
〈
、
定
期
般
事
業
に
於
て
は
、
一
件
蓮
田
介
不
況
に
よ
る
運
賃
下
落
の
場
合
に
於

τも
、
ま
た
定
期
締
業

者
相
互
の
地
盤
争
奪
の
競
守
に
よ
る
運
賃
下
落
の
場
合
に
於
て
も
、
資
力
の
績
イ
限
h
、
血
富
業
を
機
績
す
る
の
外

は
な
い
の
で
あ
る
が
、
か
〈
の
如
、
き
朕
態
が
縦
縞
す
る
に
於
て
は
、
そ
れ
は
紫
般
の
場
合
よ
・
り
も
損
失
の
累
積
は

大
き
〈
、
従
つ

τ資
カ
を
消
避
す
る
時
期
も
一
一
層
建
か
に
来
る
こ
吉
、
な
る
o

放
に
、
競
争
に
基
づ
〈
企
業
危
険

は
、
定
期
船
事
業
に
於
て
は
、
不
定
期
知
事
業
に
於
付
る
よ
b
も
遂
に
大
き
〈
、
従
っ
て
、
定
期
般
事
業
が
自
然

の
ま
、
な
る
競
争
の
下
仁
行
は
る
、
ご
き
は
、
資
力
の
薄
弱
な
る
も
の
は
、
遂
に
自
ら
倒
れ
る
が
、
或
は
然
ら
fc

る
う
ち
に
資
力
の
大
な
る
も
の
に
併
合
せ
ら
る
、
こ
記
、
な

b
h
資
カ
の
大
な
る
も
の
も
・
損
失
の
総
領
に
於
て

無
謀
な
る
競
守
を
行
ふ
の
思
を
悟
る
こ
昔
、
な
る
か
ら
、
彼
等
は
各
自
の
利
盆
保
護
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
遂
に

相
互
の
競
守
全
調
節
制
限
す
る
の
方
法
を
索
め
る
こ
古
、
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
は
も
、
定
期
般
事
業
に
あ
b
て

議

論

誕
貨
論
上
り
且
た
る
繋
船
同
盟
と
揖
謹
同
盟

第
二
十
一
巻

(
第
二
税

，、
亙

凶町，~t嚇糟欄蜘
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(
第
二
概

越
質
論
よ
り
且
た
る
繋
船
同
盟
と
海
運
同
盟

第
ニ
十
一
巻

h

六
)

は
、
競
争
は
必
然
的
に
妥
協
を
促
進
す
る
こ
吉
、
な
h
、
こ
、
に
海
運
同
盟
な
る
も
の
、
成
立
を
見
る
仁
至
る
の

で
あ
る
。

右
の
如
〈
、
定
期
船
事
業
に
あ
h
て
は
、
相
瓦
の
競
守
を
調
節
制
限
す
る
の
必
要
よ
b
、
海
運
同
盟
の
成
立
が

必
然
的
に
促
進
せ
ら
る
、

E
共
仁
、
ま
た
、
不
況
時
代
に
於
り
る
繋
船
貼
を
も
下
る
運
賃
牧
入
の
損
失
を
、
好
況

り中~;-Ø;f'~)粉機時崎製診療機期勝機帥晴世必場検特歩'''，!.. 祢，"

時
代
に
填
補
す
る
の
必
要
か
ら
も
、
こ
の
同
盟
組
織
を
必
要
ご
す
る
の
で
あ
る
o

即
丸
一
定
期
船
事
業
に
ゐ

h
て

は
、
縦
ひ
同
業
者
各
自
が
地
盤
争
奪
の
た
め
の
故
意
の
無
誌
な
る
運
賃
引
下
げ
に
よ
る
競
争
を
な
す
こ
芭
な
〈
芭

も
、
海
運
界
の
不
況
時
代
に
は
、
聡
迭
貨
物
の
一
般
的
減
退
官
不
定
期
船
よ
h
の
競
守
に
基
づ
〈
蓮
貨
の
下
落
言

に
よ
h
、
そ
の
牧
入
が
紫
舶
駄
を
下
っ
て
も
、
前
述
の
如
く
、
繋
般
を
断
行
す
る
こ
ご
が
出
来
す

L
T
、
定
期
航

が
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
泊
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
損
失
は
後
に
来
る
べ
き
好
況
時
代
に
於
て
之
を
填
補
す
る

の
外
は
な
い
の
然
る
に
好
況
時
代
に
入
れ
ば
、
定
期
船
事
業
の
利
盆
に
輿
か
ら
ん
が
た
め
に
、
新
た
に
定
期
船
事

業
を
且
富
む
競
母
者
が
出
現
し
て
、
運
賃
市
場
が
撹
乱
せ
ら
れ
、
曇
の
損
失
の
填
補
が
不
可
能
な
ら
し
め

ιる
、
危

険
が
あ
る
o

従
っ
て
損
失
の
填
補
を
確
保
す
る
が
た
め
に
は
、
新
た
な
る
競
害
者
の
出
現
を
防
還
す
る
所
の
手
段

を
採
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
、
る
手
段

t
し
て
定
期
航
業
者
が
用
ひ
得
る
所
は
、
荷
主
を
恒
常
的
に
向
己

ω替
業
に
惹
き
付
り
置
〈
よ
hr

外
に
方
法
は
な
い
の
で
め
っ
て
、
而
し

τそ
の
最
も
主
た
る
も
の
は
‘

か
の
蓮
貨
延
艮
制
古
い
ー
は
る
、
も
の
で
あ

蜘~伽



る
。
併
し
乍
ら
、

hr

、
る
手
段
が
、
そ
の
目
的
過
b
に
排
他
的
放
果
を
奏
す
る
が
た
め
に
は
、
嘗
該
航
路
に
管
業

せ
る
定
期
加
業
者
が
、
共
同
一
致
し
て
之
を
採
用
す
る
こ
子
炉
、
要
す
る
。
若

L
、
同
一
の
航
路
に
器
業
せ
る
定
期

般
業
者
の
或
も
の
が
之
を
採
用
せ
る
に
、
他
の
も
の
が
採
用
せ

F
る
ご
き
は
、
一
一
官
に
新
た
な
る
競
守
者
の
後
生
を

防
相
泡
し
得
5
る
の
み
な
ら
や
，
、

之
を
採
用
せ
る
も

ω
言
、
採
用
せ
ゲ
る
も
の
正
の
間
に
於

τ.
阪
に
競
守
が
存
在

す
る
誇
で
あ
っ
て
、
こ
の
貼
に
於
て
不
況
時
代
の
損
失
填
補
が
妨
げ
ら
る
、
ニ
正
、
な
る
o

放
に
、
定
期
船
業
者

は
、
不
況
時
代
に
於
り
る
損
失
を
好
況
時
代
に
填
補
す
る
た
め
に
共
同
一
致
し

τ排
他
的
手
段
を
採
加
す
る
の
必

要
か
ら
も
、
海
運
同
躍
を
組
織
す
る
必
要
に
迫
ら
る
、
の
で
ゐ
る
。

hr
〈
て
、
定
期
船
業
者
は
、
如
何
に
競
守
が
激
烈
ご
な
る
も
、
紫
舶
に
よ
b
て
拍
官
業
の
中
止
を
な
し
得
g
る
に

拘
は
ら
十
・
而
も
ま
た
、
曲
腕
岬
干
の
下
に
久
し
〈
損
失
を
椴
紛
す
る
こ
己
も
出
来
な
レ
が
た
め
に
、
結
局
相
互
の
安

協
に
よ
b
τ
之
を
調
節
制
限
す
る
の
必
要
仁
迫
ら
る
、
こ
古
、
、
且
つ
不
況
時
代

ω損
失
念
好
況
時
代
に
填
制
す

る
こ
」
が
、
新
ら
た
な
る
競
守
者
の
出
現
に
よ
h
て
不
能
Z
せ
ら
る
〉

Z
W遇
す
る
必
要
の
下
に
立
っ
こ
、
己
、
、

こ
の
二
つ
の
理
由
仁
よ
・
り
て
、
航
路
を
同
じ
う
し
て
楼
業
せ
る
も
の
、
聞
に
、
海
運
同
盟
・
郎
も
、
通
常
、

" y 

ア
ア
レ
〕
J

Z

ご
稽
せ
ら
る
、
管
業
同
盟
を
組
織
す
る
こ
ピ
、
な
る
の
で
め
る
。

-
』
の
コ
ン
フ
ア

V

Y

A

成
立
山
一
瞬
に
於
工
は
‘
加
盟
者
た
る
定
期
航
染
者
は
・

相
足
の
競
守
を
制
限
調
節
す
る

論

議

迦
筑
前
よ
り
且
た
る
繋
船
同
盟
と
梅
誕
同
盟

第
二
十
一
巻

(
第
二
税

訂
七
)

:JI-

…で彼吐い
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諭

護

運
賃
論
よ
り
見
た
る
繋
船
同
盟
主
海
撞
同
盟

第
二
十
-
巷

(
第
二
税

ー
プミ

F、
r、

百
共
に
、
新
た
な
る
定
期
航
業
者
の
競
争
を
防
渇
す
る
が
故
に
、
定
期
般
向
な
る
貨
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
運
賃

政
策
を
他
の
替
業
者
よ
り
州
事
肘
せ
ら
れ
ゲ
る
地
位
に
立
つ
こ
吉
、
な
る
o
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
貨
物
の
運
賃
を
、

そ
の
各
ー
の
運
賃
負
場
刀
に
臆
じ
て
定
む
る
こ
ご
が
出
来
、
そ
の
負
指
カ
の
少
量
貨
物
は
海
運
労
務
生
産
費
以
下

の
運
賃
に
て
取
扱
ふ
代
h
に、

そ
の
負
鎗
カ
の
大
な
る
貨
物
は
、
海
運
勢
務
生
産
費
よ
h
も
遥
か
仁
商
量
蓮
貨
に

τ取
扱
ふ
ニ
言
、
し
、
印
ち
謂
は
ゆ
る

z
g
Eご
F
m
g自
の
三
=
ヴ

E
円
一
-
に
従
つ

τ蓮
賃
を
課
す
る
こ
吉
、
な

し
、
以

τな
る
ぺ
〈
多
量
の
蓮
迭
を
な

L
て
、
な
る
ぺ
〈
多
大
の
牧
入
を
皐
げ
得
る
こ
吉
、
な
る
。
放
に
海
運
界

不
況
の
ぜ
き
に
ゐ

b
て
も
、
各
貨
物
の
負
強
力
に
臆
じ
て
運
賃
を
課
す
る
こ
ご
に
よ
h
、
使
用
船
胞
を
出
来
得
る
、

'''''̂'.'住4シ'，j>;ヤ."川崎ドリ

限
b
有
殺
に
利
用
し
得
る
の
で
あ
る
。

今
、
前
掲
の
ニ
圃
表
吉
岡
一
の
僚
件
仁
於
て
、
定
期
般
に
闘
す
る
闘
表
を
作
成
し
て
説
明
す
れ
ば
、
こ
の
場
合

じ
あ
ち
て
は
、

O
M
線
上
ω
0
0
は
一
つ
の
海
運
同
盟
の
下
仁
ゐ
る
全
般
版
を
表
は
す
も
の
で
あ
っ
て
、
ロ
ロ
、

線
は
蛍
該
航
路
に
於
て
輸
送
せ
ら
る
、
各
積
貨
物
の
量
正
そ
の
運
賃
負
搭
カ
卸
も
謂
は
ゆ
る

E
4
5
E
昨

F
m
g
R口

三一

-zぇ
.
t
の
相
関
関
係
の
系
列
を
表
は
す
も
の
ご
な
る
。
然
る
ご
き
は
、
コ
ン
ア
ア
V

Y

λ

の
加
盟
者
た
る
各

定
期
般
業
者
は
、
相
互
の
協
定
に
よ
り
、
各
積
貨
物
の
運
賃
を
、

そ
の
負
携
カ
に
於
て
定
め
、
換
言
す
れ
ば
、
各

需
要
船
腹
に
謝
し
て
そ
れ
ら
が
需
要
曲
線
口
口
、
の
上
に
表
は
し
た
る
金
額
に
於
て
要
求
を
な
し
、
全
般
版
。
m

hzmて
船
腹
の
需
要
仁
藤
じ
、
以
て
伶
剰
般
閣
を
な
か
ら
し
む
る
正
共
に
、
之
が
た
め
同
盟
が
金
鵠
ご
し
て
負
携
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併
し
乍
ら
、

す
る
損
失

i
ー
の
目
乙
)
、
、
を
以
て
表
は
き
れ
る
ー
ー
を
、
同
盟
会
髄
ご
し
て
の
利
盆
1
1
ロ
唱
の
、
を
以
て
表
は
き

れ
る

l
ー
を
以
て
填
補
す
る
の
政
策
を
古
る
の
で
あ
る
。

C 

N
U
 

l
l
i
-
-
t
W
心ト

第圃表昔
日
ふ
ま
で
も
な
い
。

ロ
ロ
、
曲
線
の
カ
1
グ
は
、
指
蓮
田
抑
的
提
且
品
布
地

x 

の
場
合
正
、
不
採
点
地
の
場
合
言
仁
よ

h
て
、
著
L
〈
そ
の
有
成

e 

を
異
に
す
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
き
所
で
あ
る
。
却
も
、

そ
の
不

旧同

ω場
合
に
は
、
口
口
、
線
中
の
り
唱
の
部
分
は
、
好
長
家
の
場

A
日
よ

b
も
、
若

L
〈
短
か
(
な
る
正
共
に
、
ま
た
不
定
期
船
の

競
守
に
よ
b
て
こ
の
部
分
に
現
は
る
ぺ
き
貨
物
の
或
'
料
分
は
之

に
奪
は
る
、
も
の
も
ゐ
る
が
ら
、
町
一
献
に
逗
き
部
分
は
急
降
下

を
一
市
す
一
』
己
、
な
hJ
、
そ
の
結
旧
柄
。
唱
の
、
は
の
℃
ロ
ミ
よ
り
も

小
さ
く
・
同
盟
会
館
己
し
て
の
利
盆
が
そ
の
煩
失
を
償
ひ
得
F

。
る
こ
正
も
ゐ
る
o
然
る
場
合
ー
は
、
加
問
者
た
る
各
定
期
船
曾

枇
色
、
提
失
に
於

τ
こ
の
航
路
の
崎
営
業
を
な
す
こ
吉
、
な
る
は

4古

運
賃

併
し
、
ま
た
、
好
景
気

ω
場
合
に
於
て
は
、
之
正
反
劃
仁
、

議

ロ
ロ
、
線
全
鰻
の
ヵ

1
グ
も
緩
没
正
な
ら
、
そ
の
め
。

よ
り
見
た
る
繋
船
同
盟
と
海
辺
同
盟

i制

第
二
十
一
笹

(
第
二
銃

七
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線
山
外
側
ヘ
州
る
部
分
も
多
〈
な
る
己
共
に
、
ロ
唱
の
部
分
も
延
長
し

τ緩
漫
な
る
下
降
を
示
L
、
ロ
司
円
、
が
甚

に
増
大
し
て
を
の
場
合
の
の
唱
句
、
を
優
に
償
ふ
仁
足
る
正
共
に
、
そ
の
剰
俄
(
巴
官
、
の
、

l
n
z
u、
、
)
を
以

τ、

不
況
時
代
的
損
失
日

?
U、
、
|
巴
唱
の
、
)
を
も
償
ふ
こ
ご
が
出
来
る
。
故
仁
加
盟

ω各
定
期
船
曾
枇
は
、
結
局
、

相
官

ω
利
盆
を
牧
め
得
る
誇
で
あ
る
。

而

Lτ
、
か
〈
同
盟
会
館
ご
し
て
の
計
算
が
、
利
盆
又
は
損
失
正
な
る
場
合
に
於
て
、
各
加
盟
曾
枇
の
計
算

も
、
大
髄
仁
於

τそ
れ
ご
比
例
的
に
利
盆
又
は
損
失
正
な
る
の
は
、
定
期
舶
な
る
も
の
は
、
運
賃
負
捻
力
の
輔
々

山
民
る
所
山
多
柿
多
伐
の
貨
物
を
同
附
に
税
込
む
も
の
で
、
或
舶
の
み
が
特
に
有
利
な
貨
物
の
み
を
積
込
み
、
他
の

般
は
特
に
不
利
な
貨
物

ωみ
を
税
込
む
己

ν
ム
品
川
な
こ

Z
は
、
全
韓
正
し
て
は
超
ら
な
い
ー
か
ら
で
あ
っ
工
、
而

L

τ、
同
脱
が
か
の
プ

1
士
組
織
、
削
も
運
貨
政
入
の
共
同
計
算
を
行
ふ
場
合
仁
は
、
こ
の
比
例
的
関
係
が
一
一
層
近

似

τる
的
で
ゐ
る
。

四

不
定
期
舶
業
者
の
海
運
同
盟

不
定
期
船
事
業
に
於
て
も
、
運
賃
は
貨
物
の
穂
類
の
回
調
る
に
従
っ
て
、
若
干
の
差
異
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
差
異
は
、
貨
物
め
運
賃
負
摺
力
の
差
異
ご
は
、
直
接
大
な
る
閥
係
な
〈
、
主
Z
し
て
蓮
迭
に
要
す
る
特
別
生
産

費
の
相
違
に
よ
っ

T
生
や
る
の
で
あ
る
o
放
に
、
こ
の
特
別
生
産
費
仁
嘗
る
部
分
を
除
き
た
る
基
本
運
賃
正
も
云

~*'" a圃
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し
て
、
特
に
多
額
的
運
賃
を
要
求
せ
ん
ご
し
て
も
、
他
の
不
定
期
品
川
業
者
の
競
守
が
存
在
す
る
限
b

・
か
、
る
要

ふ
べ
き
部
分
に
は
、
貨
物

ω
河
類
が
回
現
る
も
殆
ん
Y
」
何
等
の
差
異
な

f
、
ぞ
れ
は
た
uv

宮
該
市
場
に
於
け
る
需
要

Z
供
給
ご
の
関
係
に
よ
b
て
定
ま
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
不
定
期
舶
な
る
も
の
は
、
概
ね
一
つ
の
港
仁
於
て
た
い
V

一
一
閣
の
貨
物
の
み
を
積
込
ん
で
之
を
他
の
一
つ
の
港
に
蓮
暗
唱
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

一
航
海
に
多
〈
の
積
額
的
貨

物
を
同
時
に
積
込
h
u
こ
ご
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
放
に
或
不
定
期
船
業
者
が
、
運
賃
負
携
カ
の
大
な
る
貨
物
に
針

求
は
結
局
之
を
撤
回
す
る
的
外
な
き
こ
正
、
な
る
。

か
〈
て
、
不
定
期
般
事
業
に
於
て
は
、
基
本
運
賃
正
も
い
ふ
べ
き
も
の
は
、
暴
に
逃
ぺ
た
る
が
如
〈
、

P
貼
叉

は
z
貼
ご
い
ふ
が
如
〈
、

一
定
の
時
、

一
定
の
海
運
市
場
に
於
て
は
、
賂
ぽ
一
定
の
所
に
定
ま
る
ニ
己
、
な
h
、

そ
の
結
川
末
、
蓮
賃
負
揚
力
が
之
よ
h
低
き
貨
物
は
、
輸
送
せ
ら
れ
得
F
る
こ
正
、
な
る
ご
共
に
、
運
賃
負
措
カ
が

之
よ
b
も
大
江
る
貨
物
は
、
|
|
こ
の
場
合
仁
は
泊
嘗
な
る
言
葉
で
は
な
い
が
1
1
1
調
は
ゆ
る
消
費
者
俄
剰

(no自
白
ヨ

qω
・
2
4
-
5
)
を
以

τ輪
選
せ
ら
る
、
-
』
古
、
な
る
o
然
る
に
、
定
期
紬
事
業
に
於

τは
、
運
賃
は
各
稀

貨
物
の
負
鱒
カ
に
肱
じ
て
定
め
ら
る
、
の
で
め
る
か
ら
、

一
方
仁
於

τは
負
携
カ
が
生
産
費
以
下
の
も
の
で
も
轍

迭
せ
ら
る
、
正
共
に
、
他
方
に
於

τは
負
捻
カ
の
大
な
る
も
の
に
も
、
調
は
ゆ
る
消
費
者
像
剰
な
る
も
の
を
多
〈

残
す
・
』
ご
は
な
い
。

ま
た
、
か
〈
の
知
〈
.
不
定
期
般
事
業
に
於
て
は
、

一
つ
の
航
海
に
於
て
は
、
単
に
た

v
一
極
の
貨
物
の
み
を

ぬ

諸問

;革

運
賃
論
k
り
且
た
る
繋
船
同
盟
と
梅
運
同
盟

拍
車
二
十
一
巻

(
第
二
脆

七
一
)

九
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第
二
十
一
巷

(
第
二
抗

運
賃
諭
よ
り
且
た
る
繋
船
同
盟
主
潟
謡
同
盟

じ

) 

。

~".，. 

U剛

議

積
込
む
も
の
で
、
そ
の
基
本
運
賃
正
も
言
ふ
べ
き
も
の
は
、

一
つ
の
場
合
に
は
、
た
い
v

一
つ
あ
る
仁
過
ぎ
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
海
運
界
沈
滞
の
場
合
仁
は
、
繋
船
貼
が
ヲ
ぞ
の
運
賃
よ

b
高
音
締
舶
は
、
需
要
側
の
事
情
に

L
て
好

縛
せ

F
る
限
b
r
、
遂
に
繋
船
す
る
の
外
な
き
も
の

Z
な
る
の
で
あ
る
c

こ
の
貼
が
、
不
定
期
般
事
業
に
於

τは、

定
期
般
事
業
に
於
け
る
が
如

f
常
に
同
盟

ωカ
に
よ
り

τ運
賃
を
左
右
す
る
所
の
海
運
同
盟
な
る
も
の
、
成
立

L

得
F
る
理
由
正
な
る
の
で
あ
る
。
郎
も
不
定
期
船
業
者
が
、
般
に
定
期
船
業
者
の
如
〈
、
卒
常
よ
り
同
盟
を
組
織

し
て
、
運
賃
の
協
定
を
な

L
、
之
を
維
持
せ
ん
ご
し
て
も
、
海
運
採
が
一
度
び
不
侃
時
代
に
入
れ
ば
、
運
賃
の
か

(
の
如
き
人
柏
崎
的
の
維
持
は
娘
舶
に
よ
る
供
給
船
腹
の
制
限
を
以
て
す
る
の
外
な
き
所
で
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
同
盟

は
、
か
、
る
場
合
、
結
局
前
通

ω繋
船
岡
盟
正
な
る
の
外
な
〈
、
従
っ
て
不
況
時
代
に
協
定
を
維
持
し
、
人
潟
的

に
望
号
?
上
げ
ん
己
せ
ば
、
曇
に
ゆ
辿
ぺ
た
る
が
如

f
、
紫
船
仙
胞
を
、
競
争
が
自
然
の
催
に
行
は
る
、
場
合

よ
与
も
・
却
っ

τ増
加
せ
し
む
る
こ
ご
、
な
る
。

l
i郎
も
第
二
闘
表
に
つ
い
て
逃
吋
た
る
が
如
〈
、
自
然

ω値

な
る
競
争
の
下
に
於
て
は
、
繋
帥
加
地
版
は

2
で
あ
る
の
に
・
人
活
的
に
蓮
貸
の
つ

b
上
げ
を
な
す
場
合
に
は
、

そ
れ
は
『
巾
正
な
・
り
¥
『
れ
に
け
螺
船
脚
胞
の
増
加
正
な
る
。
|
|
然
る
ご
き
は
、
同
盟
は
一
一
泊
に
巨
額
の
蝶
般
禰

償
金
を
負
携
す
る
の
要
ゐ
る
ば
か

b
で
は
な
〈
、
前
述

ω如
(
、
之
が
そ
の
海
運
市
場
の
一
運
賃
を
股
徒
識
に
維
持

す
る
こ
己
は
、

や
が
て
他

ω海
運
市
場
に
於
げ
る
不
定
期
船
守
誘
ひ
入
品
、
こ
吉
、
な
h
、
そ
の
競
守
に
よ
h
τ

遂
仁
同
盟

ω崩
解
を
招
(
結
果
に
陥
る
。
故
に
不
定
期
船
業
者
聞
の
海
蓮
同
胞
な
る
も
の
は
、
海
運
界
の
景
気
が

押点棉併与船
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諭

議

題
賃
論
よ
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見
た
る
繋
船
同
盟
と
海
運
同
盟

第
二
十
}
巻

(
第
二
税

七
三
)

】

著
し
〈
沈
滞
L
て
、
そ
れ
が
縦
続
す
る
場
合
に
は
、
-
』
の
同
胞
は
燦
船
同
盟
ぜ
な
る
ご
共
に
、
繋
紬
補
償
金
の
負

挽
ご
外
部
4
h
の
競
等
ご
に
脅
か

3
れ

τ、
そ
の
存
在
が
危
〈
せ
ら
る
、
も
の
一
ぜ
な
る
の
外
な
量
も
の
で
め
る
。

放
に
、
不
定
期
船
事
業
仁
於
て
は
、
運
賃
現
論
の
上
よ
り
見
る
も
、
定
期
般
事
業
に
於
け
る
が
如
(
、
コ
ン
ア

ア
V

J

R

な
る
も
の
を
組
織
す
る
の
可
能
を
侠
く
も
の
さ
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
れ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
る

も
の
が
、
調
b
定
期
跡
事
業
に
於
て
成
立
の
可
能
あ
り
て
、
不
定
期
般
事
業
に
之
れ
な
き
所
以
で
あ
る
c

之
を
海
運
史
上
の
事
貨
に
徴
す
る
も
、
定
期
般
事
業
に
ゐ
ち
て
は
、
そ
が
世
界
海
運
外
に
於
て
漸
〈
重
要
の
地

位
を
占
む
る
に
至
b
、
蛍
業
者
間
に
競
争
の
生
す
る
状
態
Z
な
る
や
、
幾
許
も
な
〈

L
て
併
に
海
運
同
盟

ω成
立

を
見
、
そ
の
後
、
定
期
航
路
網
の
品
目
展
£
共
に
、
殆
Y
」
総
て
の
定
期
航
路
に
之
が
組
織
せ
ら
れ
、
今
日
に
至
る
も

賞
時
成
立
の
も
の
が
向
は
存
縦
せ
る
も
の
多
き
に
拘
は
ら
Ar
・
不
定
畑
般
事
業
に
ゐ
り
て
は
、
之
が
組
織
せ
ら
れ

た
る
事
例
も
甚
だ
少
〈
、
而
も
概
ね
短
期
間
に
て
崩
解
し
、
ま
た
縦
ひ
存
続
す
る
色
の
ゐ

h
E
す
る
べ
そ
の
同

盟
の
運
賃
協
定
は
、
た
v
名
の
み
に
止
ま
h
、
濁
占
同
盟
ご
し
て
の
賞
質
を
有
す
る
も
の
は
会
〈
な
い
。

郎
も
、
定
期
船
事
業
に
於

τは
、
一
人
七
五
年
に
の
と

2
5
の
自
伊
丹
ロ
日
が
、
出
席
史
的
に
第
一
の
海
道
同
盟
E

Lτ
組
織
せ
ら
れ
て
以
来
、
一
九

O
六
l
l九
年
の
問
。

3
-
P
E
E
.
a
g
富
山
E
3
5四
回
目
ロ
何
回
の
調
査
嘗
時

に
は
、
英
士
ロ
利
闘
係
腕
腕
に
於
て
大
小
の
コ
Y

フ
ア
レ
ン
ス
は
七
十
五
ゐ
h
、
ま
た
一
九
一
三
年
に
北
米
合
衆
国

の

P
B
B
5
2
0ロ
岳
OHFHqnrE同

p
r
z
z
E
L
司

E
E
2
2
の
調
査
し
た
る
所
に
よ
れ
ば
、
合
衆
閥
闘
係
航
路

の
2
y
ファ

v
y
λ

は
入
十
あ
っ
た
さ
い
ふ
こ
と
で
あ
る
o
然
る
に
、
不
定
期
船
業
者
が
計
査
し
た
る
海
運
同
盟
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論

議

謹
賃
論
よ
n
リ
見
た
る
繋
船
同
盟
と
梅
運
同
盟

に
じ
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
に
成
功
L
た
も
の
は
殆
ど
な
い
。
例
へ
ば
、
一
九

O
四
年
に

H
Z
m
Eロ
コ
間
的
主
唱

。33
J
Z
E
g
z
o白
色
口

Eoロ
な
る
も
の
が
、
備
前
商
政
府
の
不
定
期
航
航
海
補
助
金
制
度
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、

英
綱
備
諸
園
の
帆
般
般
主
に
よ
b
て
設
立
せ
ら
れ
、
欧
羅
巴
以
外
の
諸
岡
よ
h
欧
羅
巴
へ
至
る
主
要
復
航
航
路
に

つ
い
て
、
帆
船
運
賃
準
の
協
定
を
し
た
こ
ご
が
ゐ
っ
た
が
、
こ
の
同
盟
協
約
の
適
用
を
受
〈
る
も
の
は
.
比
駿
的

長
途
の
航
海
に
従
事
す
る
大
型
帆
般
に
限
ら
れ
、
且
つ
蓮
賃
の
協
定
は
た
い
そ
の
最
低
限
度
を
定
め
た
る
に
止
ま

h
、
而
も
そ
れ
は
事
賞
上
殆
ど
何
等
の
利
盆
な
き
航
路
に
の
み
泡
用
せ
ら
晶
、
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
か
の
一
九

O
五
年
設
立
の
伊
豆
n
F
君
主
宮
山
自
の

s
p
g
B
の
如
き
も
、
そ
の
告
業
航
路
が
世
界
的
主
要
航
路
よ
b
隔
絶

L
居
る
こ
言
、
、
そ
こ
仁
平
常
盤
官
業
せ
る
不
定
期
船
主
が
、
自
ら
一
定
の
も
の
に
限
ら
れ

τ居
る
有
様
で
あ
っ
た

か
ら
、
世
界
大
戦
前
ま
で
存
縦
し
得
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
そ
の
業
績
は
晶
画
業
保
件
の
劃
一
を
規
約
し
得
た
る
に

止
ま
り
、
最
初
の
目
的
た
る
木
材
の
運
賃
協
定
の
如
、
き
は
、
遂
に
そ
の
最
低
貸
出
串
協
定
を
す
ら
維
持
す
る
こ
芭
が

出
来
な
か
っ
た
。
夏
に
一
九

O
入
年
の
人
月
、
ラ
・
プ
ラ
タ
か
ら
、
欧
洲
へ
の
航
路
に
於

τ、
不
定
期
般
主
が
同

盟
を
組
織
し
た
よ

Z
が
あ
っ
た
が
、
之
は
荷
主
の
大
反
樹
に
謹
ひ
、
彼
等
が
他
の
航
路
よ
h
不
定
期
般
を
傭
ひ
来

っ
た
が
た
め
に
、
成
立
の
笠
月
早
〈
も
解
散
す
る
の
外
な
き
に
至
っ
た
こ

t
が
あ
る
。
か
の
英
吉
利
に
多
数
に
存

在
す
る
不
定
期
船
主
の
組
合
の
如
き
も
、
屡
i
主
要
商
品
市
聞
の
傭
船
料
率
の
協
定
を
企
て
た
こ
ど
が
あ
っ
た
が
、

い
づ
れ
も
成
功
し
た
る
も
の
は
な
〈
、
之
も
た
い
V

組
合
員
の
利
盆
主
張
機
関
た
る
に
止
ま
る
の
有
様
で
あ
る
。
此

等
の
倒
に
見

t
も
、
不
定
期
船
事
業
に
於
て
は
凋
ト
円
同
盟
な
る
コ
ン
ブ
ア

V

Y

子
ぜ
組
織
す
る
の
可
能
な
き
ご
正

が
明
か
で
あ
ら
う
。
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